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３月の定例市議会で、市長が、平成17年度の施政方針を次のとおり表明しました。
また、これを踏まえた予算も確定しました。
今年度、春日市はどのような方針で市政に取り組んでいくのでしょうか。
そして、大切な税金はどのように使われるのでしょうか。

今
日
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
依
然
と
し
て
、

景
気
回
復
の
兆
し
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
不
安

定
で
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
限
ら
れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
、

自
治
と
自
立
の
基
本
に
立
っ
て
、
市
民
を
中
心

に
据
え
た
、
簡
素
で
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
厳
し
い
時
代
変
化
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
、
新
し
い
時
代
の
行
政
需
要
に
、
職
員
一
体

と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
私
自
身
が
先

頭
に
立
ち
、
「
市
民
が
真
ん
中
」
を
常
に
肝
に
銘

じ
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
重
点
施
策

に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
３
つ
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

春
日
市
長
　
井
上

い
の
う
え

澄
和

す
み
か
ず

平
成
 
年
度
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▽
「
春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
基
本
計
画
」
な
ど

に
基
づ
き
、
市
民
活
動
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

▽
「
春
日
ま
ち
づ
く
り
塾
」
を
実
施
す
る
と
共
に
、
地

域
・
学
校
・
家
庭
の
三
者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

人
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

▽
市
民
の
学
習
の
拠
点
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
」
や
「
市
民
図
書
館
」
な
ど
の
事
業
内
容
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

▽
市
内
の
小
・
中
学
校
を
積
極
的
に
地
域
に
開
放
し
、

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
そ
の
有
効
活
用
に
努
め
ま

す
。

▽
「
春
日
市
人
権
を
尊
ぶ
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
や
、「
人

権
教
育
及
び
人
権
啓
発
推
進
春
日
市
実
施
計
画
」
に

基
づ
き
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る
人
権
を
尊

重
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

▽
「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
、
そ

の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て

準
備
を
進
め
ま
す
。

▽
増
加
す
る
「
女
性
へ
の
暴
力
」
の
相
談
に
対
応
す
る

た
め
、
相
談
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
関
係
所
管
課
や
県
婦
人
相
談
員
と
密
に
連
携
を

と
り
、
相
談
支
援
業
務
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

▽
平
成
18
年
４
月
に
開
校
を
予
定
し
て
い
る
「
白
水
小

学
校
」
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
建
設
工
事
や
、
運

動
場
・
通
学
路
の
整
備
の
ほ
か
、
小
学
校
新
設
に
伴

う
備
品
を
整
え
る
な
ど
、
開
校
の
た
め
の
諸
準
備
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

▽「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
、「
少
人
数
学
級
づ
く
り
」
、

「
特
別
支
援
教
育
の
推
進
体
制
づ
く
り
」、「
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
」
を
教
育
課
程
の

重
点
課
題
と
位
置
付
け
、
研
究
、
組
織
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

▽
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
市
内
各
地

区
に
お
い
て
、
各
学
校
が
設
置
し
て
い
る
「
学
校
開

放
推
進
運
営
委
員
会
」
を
中
心
に
、
学
校
と
家
庭
、

地
域
が
連
携
・
協
力
し
て
実
施
す
る
「
生
活
体
験
」

や
「
社
会
体
験
」
な
ど
の
体
験
型
育
成
事
業
を
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

▽
「
春
日
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
具
体
化

に
努
め
ま
す
。

▽
子
ど
も
の
文
化
事
業
と
し
て
広
く
定
着
し
て
い
る

「
弥や

生よ
い

の
里
児
童
画
大
賞
展
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▽
春
日
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
「
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
記
念
事
業
」、「
弥
生
の
里.

音
楽
祭
」
、「
音
楽
の
玉
手
箱
」
な
ど
の
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

市
民
活
動
の
推
進 

1
億
2,
7
0
0
万
円 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現 

5
0
0
万
円
 

生
涯
学
習
の
充
実 

1
億
8,
2
0
0
万
円 

人
権
の
尊
重 

1,
5
0
0
万
円 

文
化
振
興 

3
億
7,
6
0
0
万
円 

教
育
の
充
実 

32
億
8,
2
0
0
万
円 

ひ 

に
あ
ふ
れ
る 

と 

活
力 

活
力 



▽
国
指
定
史
跡
「
須
玖
岡
本
遺
跡
」
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
に
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

▽
「
奴な

国こ
く

の
丘
歴
史
資
料
館
」
を
中
心
に
、
各
種
テ
ー

マ
の
特
別
企
画
展
を
開
催
し
、
人
材
育
成
事
業
や
市

民
参
加
型
事
業
の
推
進
を
図
り
、
文
化
財
保
護
意
識

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▽
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、「
春
日
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

▽
地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
体

育
指
導
委
員
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
出
前
講

座
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

▽
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
ふ
く
お
か
２
０

０
５
」
の
一
環
と

し
て
、
11
月
13
・

14
日
の
２
日
間
、

「
な
ぎ
な
た
交
流

大
会
」
を
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。

▽
要
介
護
者
の
増
加

や
こ
れ
に
伴
う
保

険
給
付
費
の
増
加

が
課
題
と
な
る

中
、
要
介
護
状
態
の
重
度
化
の
予
防
や
高
齢
者
の
自

立
支
援
を
促
進
で
き
る
よ
う
な
制
度
づ
く
り
、
望
ま

し
い
介
護
保
険
財
政
を
目
指
し
、
来
年
度
か
ら
20
年

度
ま
で
の
「
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

▽
現
在
の
「
広
域
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
に
加
え
、
生

活
圏
域
ご
と
に
小
規
模
で
多
機
能
な
「
地
域
密
着
型

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
を
新
た
に
創
設
し
、
質
の
高
い

介
護
環
境
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

▽
地
域
福
祉
活
動
の
新
た
な
展
開
や
連
携
づ
く
り
を
目

指
し
て
、「
春
日
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

▽
平
成
18
年
度
の
白
水
小
学
校
開
校
に
併
せ
、
同
小
学

校
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
舎
を
整
備
し
ま
す
。

▽
春
日
小
学
校
ポ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
舎
を
増
設
し
ま
す
。

▽
乳
幼
児
医
療
費
は
、
入
院
以
外
の
医
療
費
助
成
の
対

象
者
の
範
囲
を
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
の
３
歳
未
満
か

ら
４
歳
未
満
ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。

▽
「
新
障
害
者
計
画
」
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
障
害
者

が
そ
の
人
権
を
尊
重
さ
れ
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
立
し
、
地
域
の
中
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
障
害
者
福
祉
施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▽
「
い
き
い
き
春
日
21
健
康
づ
く
り
支
援
計
画
」
の
重

点
目
標
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
市
民
と
連
携
し
た
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
財
保
護 

1
億
3,
5
0
0
万
円 

高
齢
者
支
援 

2
0
5
億
5,
0
0
0
万
円 

障
害
者
支
援 

10
億
2,
5
0
0
万
円 

健
康
づ
く
り
支
援 

3
億
1,
4
0
0
万
円 

子
育
て
支
援 

31
億
6
0
0
万
円 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興 

3
億
8
0
0
万
円 

互
い
に
　
　  

合
う 

く ら 
し 

支
え 

支
え 



▽
「
地
区
街
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
今
後
も
、
市

民
主
体
の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

▽
平
成
16
年
度
に
、
緑
地
保
全
地
区
と
し
て
都
市
計
画

決
定
し
た
「
弥や

生よ
い

の
森
」
を
、
本
年
度
か
ら
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
用
地
取
得
を

行
い
、
緑
地
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

▽
「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差
事
業
」
は
、

平
成
16
年
２
月
に
国
の
事
業
認
可
を
受
け
、
平
成
26

年
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

▽
「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
は
、「
春

日
原
駅
前
線
」
な
ど
の
道
路
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

▽
地
籍
調
査
事
業
は
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
町
界
町

名
地
番
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
や
よ
い
」
は
、
平
成
17

年
２
月
に
は
、
運
行
開

始
か
ら
２
年
を
待
た
ず

に
、
利
用
者
数
が
50
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
改
善

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
「
春
日
市
地
域
防
災
計
画
」
を
基
盤
と
し
た
防
災
体

制
を
強
化
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
危
機
管
理
意
識
の
啓
発
に
努
め

ま
す
。

▽
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
34
地
区
中
32

地
区
（
平
成
17
年
3
月
31
現
在
）
に
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
全
地
区
結
成
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

▽
防
犯
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
、
窃
盗
や
ひ
っ
た

く
り
な
ど
の
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
防
犯

情
報
メ
ー
ル
」
や
「
つ
い
で
隊
」
事
業
を
充
実
さ
せ
、

今
後
も
、
そ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▽
雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
雨
水
施
設
の
基
礎
調
査
を

も
と
に
浸
水
箇
所
の
把
握
と
原
因
を
解
明
し
、
そ
の

浸
水
防
止
対
策
を
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

▽
ゴ
ミ
を
作
ら
な
い
資
源
循
環
型
社
会
と
す
る
た
め
、

「
循
環
型
都
市
づ
く
り
行
動
計
画
」
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

▽
ゴ
ミ
の
排
出
の
抑
制
と
費
用
負
担
の
公
平
性
か
ら
、

家
庭
ゴ
ミ
の
処
理
費
用
を
有
料
化
す
る
検
討
を
行
い

ま
す
。

▽
地
球
温
暖
化
防
止
を
推
進
す
る
た
め
、「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
」
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

環
境
と
の
共
生 

62
億
6,
0
0
0
万
円 

防
犯
防
災
体
制
の
充
実 

9
億
7,
1
0
0
万
円 

土
地
利
用 

3
億
7,
9
0
0
万
円 

市
街
地
整
備 

10
億
4,
6
0
0
万
円

 

 

交
通
体
系
の
整
備 

7
億
4,
3
0
0
万
円 

ま 
ち 

で
や
さ
し
い 

快
適 

快
適 



▽
交
通
渋
滞
の
解
消
や
沿
線
住
環
境
の
改
善
を
目
指
し
、

幹
線
道
路
で
あ
る
春
日
中
央
通
り
の
「
大
土
居
下し

も

のの

原は
る

線
」
と
「
光
町
大
土
居
線
」
の
早
期
完
了
に
努
め
ま

す
。

▽
「
那
珂
川
宇う

美み

線
」
と
「
福
岡
筑
紫
野
線
」
に
つ
い
て

は
、
よ
り
一
層
の
整
備
促
進
を
県
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

▽
光
町
交
差
点
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
着
手

し
、
今
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

▽
側
溝
整
備
に
つ
い
て
は
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

▽
商
店
街
活
性
化
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業

や
起
業
塾
な
ど
を
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

▽
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
商
工
振

興
対
策
や
貸
付
対
策
を
行
い
ま
す
。

▽
「
消
費
生
活
相
談
事
業
」
を
、
現
行
の
週
２
日
か
ら

週
３
日
に
拡
充
し
ま
す
。

第
４
次
総
合
計
画
に
定
め
た
「
協
働
」
、「
経
営
」
、

「
広
域
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
民
と
行
政
が
、
よ

り
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
上
げ
な
が
ら
、
市

政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
と
の
「
情
報
の
共
有

化
」
と
「
積
極
的
な
広
聴
」
が
必
要
で
す
。
「
春
日
市

情
報
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
の
保
護
に

配
慮
し
な
が
ら
、
情

報
の
提
供
を
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。

「
出
前
ト
ー
ク
」
や

「
か
す
が
市
民
懇
話

会
」
な
ど
の
機
会
を

と
ら
え
、
市
民
か
ら

の
率
直
な
意
見
の
収

集
に
努
め
ま
す
。

▽
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
、
一
般
財
源
の
確
保
が
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
行
財
政
の
健
全
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

▽
「
行
政
評
価
制
度
」
を
活
用
し
た
、
事
務
事
業
の
全

面
的
な
見
直
し
な
ど
、「
市
民
志
向
の
行
政
」
を
目
指

し
て
、
行
政
改
革
や
改
善
に
努
め
ま
す
。

▽
平
成
17
年
４
月
か
ら
、
平
日
の
開
庁
時
間
帯
に
来
庁

で
き
な
い
市
民
の
た
め
に
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に

「
西
出
張
所
」
を
開
庁
し
ま
す
。
当
面
は
、
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
消
防
、
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
、
火
葬
な
ど
の
広
域
的
な

事
業
は
、
近
年
で
は
事
務
事
業
が
拡
大
す
る
傾
向
に

あ
り
、
よ
り
一
層
、
事
務
事
業
の
範
囲
の
選
択
と
組

織
の
ス
リ
ム
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

※
　
こ
の
「
施
政
方
針
」
の
原
文
を
、
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課
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８
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１
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８
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１
１
４
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h
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g
a.fu
ku
o
ka.jp

/p
lan
/sh

iseih
o
u
sh
in
/in
d
ex.h
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商
工
業
振
興
・
農
業
支
援 3

億
8,
8
0
0
万
円 

協
働 

7,
0
0
0
万
円

 

48
億
2,
1
0
0
万
円

経
営 

 

広
域 

1
億
5,
8
0
0
万
円 

計
画
の
　
　  

に
向
け
て 

実
現 

実
現 

3つ の 
柱 



収入 

支出 

歳入 

歳出 

区分  

28,095,645  

8,313,590  

6,763,691  

3,217,458  

313,221  

17,590  

3,207  

3,019,446 

3,647,412

30,413,865 

7,862,118 

6,829,486 

2,905,417 

306,101 

18,230 

3,207 

3,025,602 

3,707,385

△2,318,220 

451,472 

△65,795 

312,041 

7,120 

△640 

0 

△6,156 

△59,973

△7.6 

5.7 

△1.0 

10.7 

2.3 

△3.5 

0.0 

△0.2 

△1.6

 

 

国民健康保険事業特別会計 
（国民健康保険を運営） 

 

老人保健医療事業特別会計 
（老人医療費の給付） 

 

介護保険事業特別会計 
（介護保険を運営） 

 

都市開発資金事業特別会計 
（春日原駅前周辺整備の公共用地先行取得） 

 

駐車場事業特別会計 
（龍神池駐車場の管理運営） 

 

土地取得事業特別会計 
（公共用地先行取得） 

 

 
 

49,743,848 

50,371,814

51,364,026 

52,045,809

△1,620,178 

△1,673,995

△3.2 

△3.2

特
別
会
計
 

 

合　計 

 対前年度 

17年度（千円）  16年度（千円）  増減額（千円） 増減率（％） 

 予算総額 

下水道事業会計 
（下水道管理運営のための企業会計） 

一般会計 

2年連続の「緊縮型」予算！
平
成
 
年
度
 

17

予
算

平成17年度の予算が決まりました。

一般会計の予算総額は、280億9,600万円。前年度の当初の予算に比べ、7.6％の減です。

これは、前年度予算に19億6,450万円の「借換え債（平成7・8年度の減税補てん債）」が含ま

れているためでもありますが、この要因を除いても1.2％減となり、2年連続の緊縮型予算と

言えます。

6つの特別会計の合計は、186億2,900万円で、前年度と比べ、3.9％増となりました。



市税は、個人市民税と法人市民税は
前年度より減少の予算ですが、固定資
産税の伸びを見込んで、前年度と比べ
て、0.1％増の106億8,800万を見込
んでます。
地方交付税は、前年度と比べて、

2.9％減の49億7,700万円で見込んで
います。

物件費は、予算編成上、前年度より
3.0％減を目標にし、ＯＡ機器借上料で
約5,000万円の減を図るなど、前年度と
比べて4.3％減の29億8,200万円となり
ました。
また、普通建設事業費は、白水小学校

用地取得が終了して約７億円の減が生じ
たことなどから、前年度と比べて15.3％
減の36億9,800万円を見込んでいます。
一方、生活保護費が約３億円の増にな

ったことなどにより、扶助費が前年度と
比べて11.4％増の54億8,100万円を見
込んでいます。

歳入総額 
280億9,600万円 

（304億1,400万円） 

自主財源 

135億9,500万円 
（132132億1,5001,500万円）万円） 

48.4%
自主財源 

135億9,500万円 
（132億1,500万円） 

依存財源 

48.4%

市税 

106億8,800万円 
（106106億8,000万円）万円） 

38.0%
市税 

106億8,800万円 
（106億8,000万円） 

38.0%

繰入金・分担金など 

23億8,700万円 
（18億9,8009,800万円）万円） 

繰入金・分担金など 

23億8,700万円 
（18億9,800万円） 

8.6%8.6%

諸収入 

5億2,000万円 
1.8%
諸収入 

5億2,000万円 
（6億3,7003,700万円）万円） （6億3,700万円） 

1.8%
（51億2,8002,800万円）万円） 

17.7%
地方交付税 地方交付税 

49億7,700万円 49億7,700万円 
（51億2,800万円） 

17.7%

49億6,800万円 
（44億3,600万円）万円） 

17.7%
国庫・県支出金 国庫・県支出金 

49億6,800万円 
（44億3,600万円） 

17.7%

市債 

22億9,600万円 
（5757億4,800万円）万円） 

8.2%
市債 

22億9,600万円 
（57億4,800万円） 

8.2%

地方消費税・交付金 
など 

地方消費税・交付金 
など 

22億6,000万円 
（18億8,700万円） 

8.0%

51.6%
145億100万円 
（171億9,900万円） 

歳出総額 

義務的経費 

136億7,000万円 
（150億4,1004,100万円）万円） 

48.7%

扶助費 

（49億1,9001,900万円）万円） 

19.5%

その他 

107億2,800万円 
（110110億500万円）万円） 

38.1%

人件費 

（44億3,1003,100万円）万円） 

15.7%

公債費 

（56億9,100万円）万円） 

13.5%
補助費など 

（47億1,700万円）万円） 

16.5%

物件費 

（3131億1,5001,500万円）万円） 

10.6%

その他 

（31億7,3007,300万円）万円） 

11.0%

普通建設事業費 

（4343億6,8006,800万円）万円） 

13.2%

投資的経費 

（43億6,800万円）万円） 

13.2%

歳出総額 
280億9,600万円 

義務的経費 

136億7,000万円 
（150億4,100万円） 

48.7%

扶助費 

54億8,100万円 54億8,100万円 
（49億1,900万円） 

19.5%

その他 

107億2,800万円 
（110億500万円） 

38.1%

人件費 

44億200万円 44億200万円 
（44億3,100万円） 

15.7%

公債費 

37億8,700万円 37億8,700万円 
（56億9,100万円） 

13.5%
補助費など 

46億4,400万円 46億4,400万円 
（47億1,700万円） 

16.5%

物件費 

29億8,200万円 29億8,200万円 
（31億1,500万円） 

10.6%

その他 

31億200万円 31億200万円 
（31億7,300万円） 

11.0%

普通建設事業費 

36億9,800円 36億9,800円 
（43億6,800万円） 

13.2%

投資的経費 

36億9,800万円 36億9,800万円 
（43億6,800万円） 

13.2%

280億9,600万円 

（304億1,400万円） 

※（ ）の数字は、いずれも昨年度の金額です。



歳出総額 
280億9,600万円 
（304億1,400万円） 

25万6,100円 
平成17年3月31日現在 
（人口10万9,682人） 

8万5,900円 

教育費 

49億200万円 
（55億7,400万円） 

17.5%
公債費 

37億8,700万円 
（56億9,100万円） 

13.5%

土木費 

31億9,300万円 
（32億2,700万円） 

11.4%

衛生費 

26億9,000万円 
（28億2,400万円） 

9.6%

総務費 

23億7,500万円 
（25億1,800万円） 

8.5%

民生費 

94億1,900万円 
（87億7,200万円） 

33.5%

教育費 

49億200万円 
（55億7,400万円） 

17.5%
公債費 

37億8,700万円 
（56億9,100万円） 

13.5%

土木費 

31億9,300万円 
（32億2,700万円） 

11.4%

衛生費 

26億9,000万円 
（28億2,400万円） 

9.6%

総務費 

23億7,500万円 
（25億1,800万円） 

8.5%

17億3,000万円 
（18億800万円） 

6.0%
その他 

17億3,000万円 
（18億800万円） 

6.0%

民生費 

94億1,900万円 
（87億7,200万円） 

33.5%

児童・高齢者・障害者などへの社
会福祉事業に 

1人あたり 

1人あたり 

4万4,700円 

小・中学校、公民館、体育施設な
どの管理・運営に 

1人あたり 3万4,600円 

市の借入金の返済に 

1人あたり 

2万9,100円 

道路や橋、河川、公園、公営住宅な
どの維持・建設、管財に 

1人あたり 

2万4,500円 

健康診断や予防接種などの保健
事業、ゴミ・し尿処理に 

1人あたり 

2万1,600円 

市の一般事務経費やまちづくり（企
画）などに 

1人あたり 
1万5,700円 1人あたり 

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】

【
性
質
別
】
せ
い
し
つ-

べ
つ

経
済
的
性
質
に
よ
っ
て
区
分
す
る
分
類
方
法
。
市
の
財
政

の
、
構
造
上
の
健
全
性
や
弾
力
性
を
判
断
す
る
の
に
用
い
る
。

【
目
的
別
】
も
く
て
き-

べ
つ

行
政
目
的
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
、
事
業
別
の
分
類
方
法
。

市
に
お
け
る
個
々
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
行
政
上
の
特

色
な
ど
を
知
る
の
に
用
い
る
。

【
自
主
財
源
】
じ
し
ゅ-

ざ
い
げ
ん

市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
よ
う
に
市
が
自
主
的
に
得
る
こ

と
が
で
き
る
お
金
。
自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
市
の

自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
で
き
る
。

【
依
存
財
源
】
い
ぞ
ん-

ざ
い
げ
ん

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
や
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金

の
こ
と
（
主
に
国
・
県
か
ら
の
交
付
税
や
補
助
金
）。

【
義
務
的
経
費
】
ぎ
む
て
き-

け
い
ひ

市
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
お
金
。
こ
の
中
の
「
扶
助
費
」
と
は
、
生
活
保
護
費
や

児
童
手
当
、
高
齢
者
医
療
や
乳
幼
児
医
療
に
使
う
お
金
。
歳

出
に
占
め
る
こ
の
経
費
の
割
合
が
低
い
ほ
ど
、
自
由
に
使
え

る
お
金
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

【
投
資
的
経
費
】
と
う
し
て
き-

け
い
ひ

施
設
や
道
路
な
ど
将
来
に
残
す
も
の
の
た
め
に
使
う
お
金
。

教育費は、白水小学校関連の減などにより前年度と
比べ12.1％減の49億200万円を見込んでいます。
総務費は、定年退職者などの減数により約１億円の

減などが見込まれ、前年度と比べ5.7％減の23億
7,500万円となりました。
一方、民生費は、生活保護費の増や国民健康保険事

業・老人保健医療事業・介護保険事業の各特別会計へ
の繰出金約１億円の増などにより、前年度と比べ
7.4％増で94億1,900万円を見込んでいます。

今
後
も
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
健
全
な
財
政

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
2
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
図
書
館
に
あ
る
平
成
17
年
度
の
予
算
書
を
み
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
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知 る 学 ぶ 教 える 

教 学 

knowledge learn teach

春日まなぼうネットは､市民が生涯にわたって自ら主
体的に学習やまちづくりをする機会が得られるよう支援
することを目的に､｢教えたい｣と｢学びたい｣という人を
善意でつなぐ総合的な人材の登録制度です。
平成17年3月現在､講師（教えたい人）としての登録者
数は357人。その分野も､パソコン指導や着付け､マジッ
ク指導など専門分野から趣味の範囲まで多岐にわたりま
す。
特技をもっている人は､それをたくさんの人に教えて

みませんか。また､｢こんなことを学んでみたいな｣と思
っている人もぜひこの制度を利用してください。
※　営利目的での利用は、お断りします。

こんな登録があります
▽パソコン操作▽新聞作り▽読み聞かせ▽子育て▽青少年教育▽
バードウォッチング▽リトミック▽押し花▽着付け▽手芸▽餅つ
き▽料理▽ガーデニング▽水墨画▽書道▽囲碁▽バルーンアート
▽竹細工▽自転車修理▽ハーモニカ▽三味線▽各種スポーツ▽語
学▽俳句　など
※　登録者一覧表は、地域づくり課窓口にあります。また、ホー
ムページにも掲載しています。（ http://www.city.kasuga.fukuo
ka.jp/tetuzuki/manabu/14jinzaibank.html )

まなぼうネットで
｢フラワーアレンジメント教室｣

3月15日､若葉台東公民館で､まなぼうネットの登録講師を招
いて｢フラワーアレンジメント教室｣が行われました。
参加者は､｢むずかしか

ぁ｣と悪戦苦闘。しかし､
完成した作品は､売り物
にも負けない出来栄え。
講師を務めた古澤さんも
｢こんなに早く､そして全
員上手にできるのはすご
い｣と満足そうな様子で
した。

春日まなぼうネット～春日市総合人材バンク～

協議（日程など） 

仲介 
人材リストを 

閲覧 
 

登録書の提出 

教えたい人 
（講師登録者） 

 

市地域づくり課 
人材バンク閲覧リストの作成 

学びたい人 
（利用者） 

 

今､何かやってみたいことはありませんか？

季節もすっかり春になり､

新しいことに挑戦したいと思っている人も

多いのではないでしょうか。

春日市では､様々な学習の場を提供しています。

そして､そんな学びたい人や

知識を提供したい人を支援しています。

皆さんの｢知りたい｣｢学びたい｣

｢教えたい｣パワーを､明日のまちづくりに

活かしませんか。

TOPICS



知 

学 TOPICS
春日市国際交流市民会議と市は､市内に居住する外国

人のための日本語教室｢ことばのひろば･かすが｣を開い
ています。
教室では、市民ボランティアの講師が､一人ひとりに

丁寧に日本語を教えています。また､学習だけではな
く､受講生同士が交流する時間も設け､必要な生活情報や
日本文化も学んでいます。
あなたの周りに、日本語を学びたいと思っている外

国人がいたら、ぜひ、この教室のことを伝えてください。
日時 第2･3･4木曜日　午前10時～正午
場所 市役所大会議室
参加費 1カ月1,000円
申込方法 電話かファックス､Eメール､直接地域づくり課窓
口で住所､氏名､年齢､電話番号､託児の有無を伝える

外国人のための日本語教室　ことばのひろば･かすが

市内に居住または通勤する人が10人以上集まれば､
ご希望の講座を､ご希望の時間に､ご希望の場所までお
届けします。
講師は市職員。市政の説明や身近な生活の中で役に

立つ専門的な話をします。

時間 午前10時～午後9時（一講座90分以内)
※　業務の都合により､希望に沿えない場合もあります
のでご了承ください。
申込方法 地域づくり課窓口にある申込用紙に必要事

項を提出する。

■行財政･計画
・これからの春日
（総合計画の概要）
・春日市の行政改革
・地方自治のしくみ
・春日の家計を知ろう!
・｢協働｣による市政運営
（出前トーク･かすが市民懇話会）

■安心な暮らし
・安全なまちをつくろう
・防災について
・交通バリアフリーにつ
いて
・みんなの年金
・戸籍のしくみ
・身近な税のおはなし
・悪徳商法の被害にあわ
ないために

■健康･福祉
・介護保険制度について
・高齢者福祉サービスに
ついて
・子育て講座（未就学児対象）
・乳幼児期の健康と育児
・生活習慣病の予防
・高齢者の健康づくり
・障害者への福祉サービ
スについて

■街の整備
・地区街づくり活動の推進
・春日市の都市計画
・都市計画道路の役割
・市街地再開発事業とは？
・下水道あなたとまちを
むすぶみち

■環境･緑
・春日市における環境問題
・（資源)循環型社会の
実現の為に

■議会･選挙
・市議会のしくみ（議会
棟において）
・選挙制度のあらまし

■教育･学校
・子どもトライアングル
ってな～に？
・｢総合的な学習｣ってな
～に？
・知ってる？ハート館か
すが
・21世紀のスクール
（施設整備指針)とは？
・地域の知恵袋（ゲスト

ティーチャー制度）
・確かな学力のために…
・ハロー!イングリッシュ!!
（学校での英語教育）
・春日市における学校教
育の現状とその方向

■市民活動･人権･男女共
同参画
・よくわかる情報公開講座
・広報クリニック
・身近な同和問題
・暮らしの中の人権
・あなたの身近な男女共
同参画
・国際交流を共に考えて
みませんか？
・わかりやすい子ども会
活動
・（仮称)まちづくり・市民

活動支援センター整備
計画とは？
・コミュニティプラン
21と地域づくり

■生涯学習
・生涯学習によるまちづ
くり
・知ってる？まなぼうネ
ット･あすか市民塾
・ニュースポーツ出前講座
・図書館活用法
・春日市の文化財
・春日市の遺跡と出土品
・奴国の王都を掘る
・市内の前方後円墳
・水城跡とウトグチ瓦窯跡
・春日市の民俗と祭り

職員出前講座｢あすか市民塾｣

ことばのひろばで ｢着物を初体験｣

3月10日の交流の時間には､ボランティアの講師を招いて､着
付けを体験しました。
色鮮やかな着物に身を包んだ受講生たちは､｢親にも見せた

い｣と､とても着物を気に入った様子でした。

あすか市民塾講座リスト

問い合わせ先　地域づくり課　    （584）1111　    （584）1153 
tiiki @city.kasuga.fukuoka.jp



平成14年度から16年度にかけて発掘調査した、市内の遺跡や遺物の速報展

を行います。

近年の出土資料として注目されている、わが国最古の石製鏡鋳型などの逸

品も展示しています。弥生時代や奈良時代（古代）、鎌倉から室町時代（中

世）の春日市域の景観にせまる今回の速報展を、ぜひ見にきてください。

期間　4月28日（木）～5月31日（火）（5月17日（火）は休館）

会場　奴国の丘歴史資料館特別展示室（岡本3-57）

時間　午前9時～午後5時（入館は4時30分まで）

問い合わせ先　奴国の丘歴史資料館（岡本3-57）

1（501）1144 5（573）1077

5月2日から、平成17年度児童手当の新規申請を受け付けま

す。必ず5月中に申請してください。

児童手当は、小学3年生修了前の児童（平成8年4月2日以降に生

まれた児童）を養育している保護者に支給します（所得制限あり）。

今まで手当を受けられなかった人も、所得が変われば新た

に支給を受けることができる場合がありますので、申請して

ください。

なお、現在、児童手当を受給している人には、6月中旬ごろに

発送する現況届を提出してもらいますので、今回の申請は不要

です。

※　保護者が公務員の場合は、勤務先で申請してください。

申請に必要なもの 印鑑　　請求者名義の預金通帳の口座

番号がわかるもの（郵便局不可） 保険証

申請・問い合わせ先 こども未来課母子児童担当

1（584）1111 5（584）1142

古代・中世の景観にせまる

平成17年度発掘調査速報展

春日市の医療受給者証（乳幼児医療・障害者医療・母子家庭等医療・高齢者医療・老

人医療）を持っている人は、加入している健康保険が変更になった場合は、市役所の窓

口で変更手続きを行ってください。

持ってくる物 新しい保険証　　医療証　　印鑑

※　勤務先の変更がなくても、部署の異動や組織の再編、保険証の更新などで保険証の

記号や番号が変わる場合があります。また、退職して保険が任意継続になった人も、

記号や番号が変わります。このような人も届出が必要です。

届出・問い合わせ先　国保年金課医療担当

1（584）1111 5（584）1141

医療受給者の皆さん

加入保険の変更届を忘れずに

受付を開始します

児童手当の申請

▽ ▽

▽

▽ ▽ ▽



市は、ゴミを作らない循環型社会を目指して、「循環型都市

づくり行動計画」を作りました。

ゴミの減量をさらに進めていくため、市民の皆さんにお願い

したいことや市が進めようとしていることをお知らせし、市の

取り組みへの意見を聞かせてもらうため、説明を行います。

皆さんと共に循環型都市をつくっていくための第一歩とし

て、ぜひ参加してください。

問い合わせ先 環境対策課

1（584）1111 5（584）1147

ゴミを作らない循環型社会を目指して

循環型都市づくり市民説明会

任期満了で退任した河鍋好一
かわなべこういち

さんの後任として、4月1日付で、山本
やまもと

直俊
なおとし

さん

が教育長に就任しました。

春日東小学校校長や福岡県教育庁福岡教育事務所長などを経て、今回就任

となった山本教育長は、｢『志をもった教育』を進め、チャレンジ精神をもっ

た子どもの育成に努めます。また、育てる教育だけでなく『磨く教育』にも力

を入れていきたいと思います」と抱負を語りました。

任期は平成21年3月31日までの4年間です。

任期は4年

山本教育長が就任

■説明会日程表

12日 

14日 

16日 

21日 

26日 

29日 

  3日 

  4日 

  4日 

  5日 

  7日 

10日 

11日 

12日 

16日 

18日 

20日 

21日 

23日 

24日 

27日 

29日 

  1日 

  2日 

  7日 

  8日 

10日 

13日 

15日 

16日 

21日 

  2日 

12日 

20日 

26日 

(木) 

(土) 

(月) 

(土) 

(木) 

(日) 

(金) 

(土) 

(土) 

(日) 

(火) 

(金) 

(土) 

(日) 

(木) 

(土) 

(月) 

(火) 

(木) 

(金) 

(月) 

(水) 

(金) 

(土) 

(木) 

(金) 

(日) 

(水) 

(金) 

(土) 

(木) 

(火) 

(金) 

(土) 

(金)

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時30分～8時30分 

午後７時30分～8時30分 

午後７時30分～8時30分 

午後７時～8時 

午後７時30分～8時30分 

午後７時30分～8時30分 

午後７時30分～8時30分 

午後７時～8時 

午後７時30分～8時30分 

午前11時～正午 

午後７時～8時 

午後７時30分～8時30分 

午後７時～8時 

午後７時30分～8時30分 

午後７時30分～8時30分 

午前11時～正午 

午後8時～9時 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時30分～8時30分 

午後1時30分～2時30分 

午後７時30分～8時30分 

午後７時30分～8時30分 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後７時～8時 

午後8時～9時 

午後７時～8時 

須玖北公民館 

日の出町公民館 

サン・ビオ公民館 

小倉東公民館 

春日原公民館 

桜ヶ丘公民館 

春日原南公民館 

平田台公民館 

大和町公民館 

紅葉ヶ丘公民館 

若葉台東公民館 

須玖南公民館 

岡本公民館 

春日公民館 

春日公園公民館 

大谷公民館 

弥生公民館 

宝町公民館 

千歳町公民館 

若葉台西公民館 

泉公民館 

ちくし台公民館 

塚原台集会所 

光町公民館 

浦の原集会場（大土居） 

下白水南公民館 

惣利公民館 

白水池公民館 

天神山公民館 

白水ヶ丘公民館 

昇町公民館 

上白水公民館 

下白水北公民館 

松ヶ丘公民館 

小倉公民館 

5
月
 

6
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

期日 時間 会場 期日 時間 会場 
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私
た
ち
の
ま
ち
に
は
、
地
域
住
民
の
相
談
相
手

に
な
る
な
ど
、
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
を
任

務
と
し
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
、
児
童

福
祉
問
題
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
委
員
は
、
法
律
で
秘
密
の
厳
守
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
に
関
す
る
悩
み
が

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

1
社
会
調
査
（
日
ご
ろ
か
ら
住
民
の
生
活
実
態
や

福
祉
需
要
を
把
握
す
る
）

2
相
談
（
地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
、
相
手
の

立
場
に
立
ち
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
る
）

3
情
報
提
供
（
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
を
、
住
民
に
的
確
に
提
供
す
る
）

4
連
絡
通
報
（
住
民
が
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
行
政
機
関
に
連
絡
し
、

適
切
な
対
応
を
促
す
た
め
の
パ
イ
プ
役
に
努
め

る
）

5
調
整
（
住
民
へ
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
支

援
す
る
）

6
生
活
支
援
（
住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を

行
い
、
体
制
を
つ
く
る
）

7
意
見
具
申
（
問
題
点
や
改
善
策
を
取
り
ま
と
め
、

必
要
に
応
じ
て
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
」
を
通
し
て
関
係
機
関
に
意
見
を
提
出
す
る
）

○
友
愛
訪
問
活
動
を
行
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
も
っ
と
よ

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
5
月
12
日
(木)
か
ら

31
日
（火）
の
間
、
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
へ
の
訪
問

や
P
R
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
計
画
課
地
域
福
祉
担
当

1(

5
8
4)

1
1
1
1

5(

5
8
4)

3
0
9
0

ご相談ください

私たちのまちの民生委員・児童委員

氏　　名 電　　話 地　　区 

東
　
地
　
区 

西
　
地
　
区 

591-7775

595-1332

582-0073

575-0457

571-7529

571-1110

581-6097

581-6636

581-0624

596-3274

582-7528

573-6191

571-5218

582-5875

591-5281

595-2254

595-1263

595-2464

581-3371

585-9169

571-0859

572-3137

501-3999

571-3218

581-9307

501-5998

571-3501

591-8627

571-0275

582-7915

582-7309

585-9557

571-1073

582-1367

581-5884

572-8731

501-1973

591-0059

573-0132

 571-5264 

 592-5191 

 581-5994 

 501-3105 

 572-3289 

 581-6733 

 582-1115 

 595-2071 

595-0961

 591-2332 

 573-8490 

 501-5312 

 501-8325 

 571-6949 

 571-7525 

 581-8948 

 581-8974 

 501-1061 

573-6132

591-6403

582-3337

573-4843

591-7991

585-2016

573-8948

585-5477

582-2946

501-6044

571-0556

573-3530

591-0696

571-3805

592-5547

501-1258

582-1765

585-8167

581-2963

池内　光子 

 

古川　江利子 

鈴木　加代子 

福本　健一郎 

鏡　節子 

玉江　禎彬 

大田　勝美 

中溝　牧子 

原口　泰　 

泉　保道 

中村　邦子 

松本　喜美子 

山川　秀男 

上　　近衛 

渡部　征子 

岩谷　美月 

吉村　昌時 

近藤　幸恵 

宇野　五十子 

原田　美智子 

小城　紘子　 

山本　直子 

金堂　長利 

角田　昭八郎 

　山　辰美 

讃井　マスミ 

白水　キヨミ 

加耒　千代子 

山田　武春 

石橋　壯児 

門田　昌子 

堀　雅子 

野中　治代 

田北　勇 

　田　久子 

山内　耕蔵 

大原　啓子 

小西　ヨシ子 

渡　　幸子 

　山　質 

冨永　麗子 

今村　省吾 

米川　節子 

冨田　裕子 

河津　二男 

久野　喜代子 

木原　慶三 

澤村　暉子 

香田　照義 

　木　　子 

石内　千惠子 

西原　京子 

藤岡　裕人 

瀬脇　順子 

島　芙美子 

　　　惠一郎 

村上　勝美 

市耒　睦子 

太田　ヒサ子 

平野　玲子 

長澤　元子 

武末　由紀子 

松田　幹夫 

緒方　民子 

財津　一征 

村田　京子 

緒方　弘男 

　永　朝喜 

木ノ上　サチ子 

小田　イツ子 

 

永松　實 

下原　壽惠　 

合原　ヨリ子 

石井　正幸 

川　　節子　 

田中　美子 

春 日  

春 日  

塚 原 台  

春 日 公 園  

春 日 公 園  

春 日 原  

春 日 原  

春 日 原  

春 日 原  

春 日 原 南  

惣 利  

千 歳 町  

千 歳 町  

千 歳 町  

光 町  

光 町  

平 田 台  

平 田 台  

主任児童委員 

泉 

泉 

大 谷  

大 谷  

上 白 水  

上 白 水  

白 水 ヶ 丘  

上 白 水  

小 倉  

小 倉  

小 倉  

下 白 水 北  

下 白 水 北  

下 白 水 南  

下 白 水 南  

昇 町  

昇 町  

昇 町  

大 土 居  

主任児童委員 

小 倉 東  

白 水 池  

宝 町  

宝 町  

ち く し 台  

ち く し 台  

天 神 山  

天 神 山  

松 ヶ 丘  

松 ヶ 丘  

紅 葉 ヶ 丘  

紅 葉 ヶ 丘  

紅 葉 ヶ 丘  

紅 葉 ヶ 丘  

大 和 町  

若 葉 台 東  

若 葉 台 東  

若 葉 台 西  

若 葉 台 西  

主任児童委員 

岡 本  

岡 本  

桜 ヶ 丘  

桜 ヶ 丘  

桜 ヶ 丘  

須 玖 南  

須 玖 南  

須 玖 南  

須 玖 北  

須 玖 北  

須 玖 北  

須 玖 北  

日 の 出 町  

日 の 出 町  

サ ン・ビ オ  

弥 生  

弥 生  

弥 生  

主任児童委員  

氏　　名 電　　話 地　　区 

西
　
地
　
区 

南
　
地
　
区 

氏　　名 電　　話 地　　区 

南
　
地
　
区 

北
　
地
　
区 

現　在　選　考　中 

現　在　選　考　中 

■春日市民生委員・児童委員一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成17年4月1日現在　（敬称略）



                                        

月
５
日
、
光
町
児
童
セ
ン
タ
ー
の
「
博
多
港

見
学
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
、
25
人
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
海
の
上
か
ら
見
え
る
い

つ
も
と
違
っ
た
街
の
眺
め
や
自
然
の
大
き
さ
を
、
生

で
感
じ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ベ
イ
サ
イ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
昔
の
船
の
模
型
や

地
図
を
見
学
し
た
後
、
い
よ
い
よ
遊
覧
船「
な
の
つ
」

に
乗
船
。
福
岡
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
松
本

ま
つ
も
と

さ
ん
か
ら
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
埋
立
地
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
り
、
デ
ッ
キ
に
出
て
さ
わ
や
か
な
潮

風
と
す
ば
ら
し
い
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
約
１
時

間
30
分
の
船
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
船
に
乗
っ
た
子
も
い
た
よ
う
で
、
子

ど
も
達
は
終
始
興
奮
し
た
様
子
。
春
休
み
の
素
敵
な

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

博
多
港
見
学
ツ
ア
ー

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

４

日
市
交
通
安
全
指
導
員
の
辞
令
交
付
式
が
、

4
月
６
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
指
導
員
の
代
表
５
人
が
出
席
。
昨
年
、
筑
紫

地
区
内
の
人
身
事
故
数
は
前
年
よ
り
減
少
し
た
も
の

の
、
春
日
市
内
の
事
故
数
だ
け
は
増
加
し
た
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
各
指
導
員
の
表
情
に
は
、
交
通
安

全
に
か
け
る
強
い
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
式
の
前
に
は
、
筑
紫
交
通
安
全
協
会

か
ら
教
育
長
に
、
今
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
こ
の
黄
色
い
カ
バ
ー
を
目
に
し
た
時
は

も
ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら
安
全
な
運
転
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

交
通
安
全
指
導
員

辞
令
交
付
式

事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
に

春

月
８
日
に
市
内
小
学
校
、
翌
９
日
に
市
内

中
学
校
で
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校

が
1
2
6
0
人
、
中
学
校
が
1
2
6
8
人
の
新
入

生
が
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

春
日
北
小
学
校
で
は
、
平
石
ひ
ら
い
し

信の
ぶ

敏と
し

校
長
が
「
こ
れ

か
ら
春
日
北
小
の
児
童
と
し
て
、『
が
ん
ば
り
の
種
』

『
仲
良
し
の
種
』『
元
気
の
種
』
を
し
っ
か
り
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
１
年
生
は
、
少

し
緊
張
し
た
様
子
で
、
真
剣
に
先
生
の
話
し
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

式
の
中
で
は
、
２
年
生
の
児
童
た
ち
が
、
学
校
生

活
を
歌
や
踊
り
で
紹
介
。
初
め
て
の
楽
し
い
学
校
行

事
に
、
新
１
年
生
は
胸
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

市
立
小
・
中
学
校
で

入
学
式

満
開
の
桜
の
下
で

４

緊張していた新入生たちも、教室では先生の歌や話に笑顔が戻りました。

船のデッキで大はしゃぎ

,

,

4月10日には筑紫野署員を講師に、新任の3人を含む合計30人の
指導員が誘導方法や動作について研修を受けました。



月
６
〜
15
日
の
「
春
の
交
通
安
全
週
間
」
に

行
わ
れ
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
４
月
６

日
、
西
鉄
春
日
原
駅
前
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
井
上
市
長
を
は
じ
め
、
筑
紫
野
警
察

署
長
、
警
察
署
員
、
春
日
市
交
通
安
全
指
導
員
な
ど

約
10
人
が
、
啓
発
物
品
を
配
布
。
通
勤
・
通
学
中
の

人
た
ち
に
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。ま

た
、
同
週
間
期
間
中
、
通
学
路
な
ど
で
は
、

市
職
員
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
一
緒
に
通
学
児
童
を
誘
導
。

児
童
た
ち
に
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
指
導
し

ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全

街
頭
啓
発

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

４

日
市
消
防
団
の
総
会
が
、
４
月
３
日
、
市

役
所
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
事
業
報
告
な
ど
を
行
っ
た
後
、
４

期
８
年
に
渡
り
団
長
を
務
め
今
回
退
任
し
た

井
上
壽
孝

い
の
う
え
と
し
た
か

さ
ん
に
、
市
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
。
引
き

続
き
、
新
し
い
団
長
に
永
田
信
雄

な
が
た
の
ぶ
お

さ
ん
が
、
副
団
長

に
柴
田
し
ば
た

利
徳
と
し
の
り

さ
ん
と
川
村
博
富

か
わ
む
ら
ひ
ろ
と
み

さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
の
時
の
消
火
活
動
は
も

と
よ
り
、
災
害
出
動
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
あ
ん

ど
ん
祭
り
な
ど
の
警
備
、
年
末
の
特
別
警
戒
、
消
火

栓
の
点
検
な
ど
、
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
ま
た
、
日

ご
ろ
か
ら
、
訓
練
を
積
み
重
ね
、
私
た
ち
の
財
産
と

生
命
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
体
制
の
も
と
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

春
日
市
消
防
団
の

新
体
制
整
う

市
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る

春

日
市
商
工
会
青
年
部
が
、
４
月
５
日
、
商

工
会
館
横
の
公
園
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。春

日
市
商
工
会
会
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
同

部
。
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
市
内
に
事
業
所
を
置
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
愛
着
あ
る
春
日
市
に
何

ら
か
の
形
で
貢
献
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。参

加
し
た
部
員
15
人
は
、
午
後
７
時
か
ら
約
１
時

間
、
ゴ
ミ
・
空
き
カ
ン
拾
い
や
、
落
ち
葉
の
収
集
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

４
月
と
は
言
え
、
か
な
り
の
冷
え
込
み
で
し
た
が
、

「
も
う
す
ぐ
桜
も
咲
き
ま
す
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
と
し
て
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

公
園
を
清
掃

春
日
市
商
工
会
青
年
部

春

井上市長から辞令を受ける永田団長

井上市長も参加して、交通安全を呼びかけ
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参
加
者
募
集

市
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
ま
た
は
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
に
所
属
す
る
人
が
対
象
で
す
。

日
時

5
月
22
日
（日）

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
5
時

（
受
付
午
前
9
時
〜)

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場
（
大
谷
6-

28)

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
一

般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
一
般
男

子
ダ
ブ
ル
ス
▽
一
般
女
子
ダ
ブ

ル
ス
（
各
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級)

※

参
加
者
数
に
よ
っ
て
種
目
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

使
用
球

水
鳥
球

参
加
費

一
人
一
種
目
1

0
0
0
円

（
高
校
生
以
下
8
0
0
円)

申
込
方
法

5
月
12
日
（木）
（
必
着)

ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、学
生
は
学
校
名
と
学
年
、

性
別
、
出
場
種
目
（
ラ
ン
ク
）

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松ま
つ

本も
と

千ち

恵え

子こ

（
〒
8
1
6-

0
8
1
2
平
田
台

4-

9-

1)

1(

5
9
5)

3
4
2
2(

5

兼
用)

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

春
日
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

軟
式
テ
ニ
ス
の
経
験
が
あ
る
女
性
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
月
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6-

28
）

会
費

月
額
1

0
0
0
円

連
絡
先

木き

原は
ら

1(

5
9
5)

2
0
7
1(

5

兼
用)

参
加
者
募
集

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
人
か
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
に
所
属
す
る
人
が
対
象
で

す
。こ

の
大
会
の
成
績
は
、
県
民
大
会

の
市
代
表
選
手
を
選
考
す
る
際
の
資
料

と
な
り
ま
す
。

日
時

5
月
29
日
（日）
（
雨
天
時
は
6
月

12
日
（日）
）

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

（
受
付
午
前
8
時
30
分
〜
）

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6-

28
）

種
目
一
般
男
子
・
女
子
の
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費

一
組
2
0
0
0
円
（
高
校

生
は
半
額
）

申
込
方
法

5
月
16
日
（月）
ま
で
に
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
ペ
ア

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務

先
（
学
校
名
）、
電
話
番
号
を

伝
え
る

※
ペ
ア
が
い
な
い
人
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

宮
本

み
や
も
と

1(

5
8
2)

6
2
8
6(

5

兼
用)
api@

bun.bbiq.jp

ケ
ガ
や
故
障
の
原
因
と
予
防
法
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
座

ス
ポ
ー
ツ
で
の
ケ
ガ
や
故
障
の
原
因

と
予
防
法
、
正
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
に
よ
る
体
の
鍛
え
方
な
ど
を
教
え

ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

18
歳
以
上
の
人

日
時

5
月
28
日
〜
6
月
25
日
の
毎
週

土
曜
日
（
計
5
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修

室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
大
谷

6-

28
）

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

受
講
料

1
2
5
0
円

申
込
方
法
　
5
月
15
日
（日）
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

5
7
1)

3
2
3
4

5(

5
8
5)

1
6
3
4

の
ぼ
り
窯が
ま

コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
7
km

と
4
・
5
km
の
2
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま

す
。
み
ん
な
で
歩
い
て
、
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

5
月
10
日
（火）
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ

ビ
ー
（
昇
町
1-

1
2
0
）

※
　
タ
オ
ル
、
水
筒
を
持
っ
て
、
歩
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

5
0
1)

1
1
3
4

5(

5
0
1)

0
0
5
1

楽
し
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か

運
動
ス
タ
ー
ト
5
月
生
募
集

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

で
、
運
動
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
20
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

4
回
の
コ
ー
ス
の
中
で
、
健
康
運

動
指
導
士
が
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
運

動
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
時
（
1
回
目
・
い
ず
れ
か
）

▽
5
月
12
日
（木）

午
後
2
時
〜
4
時

▽
5
月
14
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

※
　
2
回
目
以
降
の
日
程
は
、
申
し
込

み
の
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

▽
1
回
目
　
運
動
に
つ
い
て
講
話
・
ア

ン
ケ
ー
ト
・
体
力
測
定
・
形
態
測

定
▽
2
回
目
　
簡
易
健
康
度
測
（
運
動
負

荷
を
か
け
た
約
16
分
間
の
自
転
車

こ
ぎ
）

▽
3
回
目
　
結
果
説
明
と
目
標
設
定
・

ス
テ
ッ
プ
台
運
動

▽
4
回
目
　
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム
（
昇
町
1-

1
2
0
）

参
加
費

1

0
0
0
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
い
き
い
き
ル

ー
ム

1(

5
0
1)

1
1
6
2

5(

5
0
1)

0
0
5
1

,

,

,

,

,



宮原 碧ちゃん（昇町） 
平成16年5月12日生 

住吉 優希ちゃん（下白水北） 
平成16年5月11日生 

倉掛 樹ちゃん（惣利） 
平成15年5月5日生 

田島 茉奈ちゃん（光町） 
平成16年5月11日生 

みやはらあおい すみよし  ゆう き くらかけ たつき た  じま　ま  な 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時

5
月
11
日
（水）
・
24
日
（火）

午
後
2
時
〜
5
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1-

1
2
0
）

※
　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

5
0
1)

1
1
3
4

5(

5
0
1)

0
0
5
1

参
加
者
募
集

離
乳
食
教
室

6
〜
8
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
、
離
乳
中
期
以
降
の
離

乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
を
教
え
ま

す
。託

児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
31
日
（火）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1-

1
2
0
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
▽
母
子
手
帳
▽
エ

プ
ロ
ン
▽
三
角
巾き

ん

▽
託
児
に
必

要
な
道
具
（
名
札
を
付
け
る
）

参
加
費

2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
込
方
法

5
月
9
日
（月）
〜
20
日
（金）

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も

の
生
年
月
日
、
託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課

1(

5
0
1)

1
1
3
4

5(

5
0
1)

0
0
5
1

幼
児
期
か
ら
の
歯
の
手
入
れ

歯
み
が
き
教
室

1
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

磨
き
を
教
え
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
　
5
月
18
日
（水）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1-

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
▽
母
子
健
康
手
帳

▽
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

5
0
1)

1
1
3
4

5(

5
0
1)

0
0
5
1

イ
ル
カ
く
ら
ぶ

布
え
ほ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

布
え
ほ
ん
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

完
成
し
た
作
品
は
、
く
れ
よ
ん
ク

ラ
ブ
や
保
育
所
な
ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
託
児（
一
人
一
回
2
5
0
円
）

も
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
23
日
〜
6
月
27
日
の
毎
週

月
曜
日
（
計
6
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
3
階
和
室

（
昇
町
1-

1
2
0
）

参
加
費

3
0
0
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
料
）

定
員

20
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

5
月
16
日
（月）
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

直
接
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1(

5
0
1)
1
1
3
6(

5
兼
用)

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぽ
れ
ぽ
れ

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！

幼
児
と
そ
の
父
親
が
対
象
で
す
。
子

ど
も
を
持
ち
上
げ
た
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
を
行
い
ま

す
。
「
子
ど
も
と
遊
び
た
い
け
れ
ど
、

ど
う
や
っ
て
遊
ん
だ
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
21
日
（土）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

ぽ
れ
ぽ
れ
館
（
春
日
1-

38
）

講
師
　
辻つ

じ

広
明

ひ
ろ
あ
き

さ
ん
（
（財）
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

参
加
費
　
一
組
5
0
0
円
（
会
員
は
3

0
0
円
）

定
員

20
組
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

5
月
16
日
（月）
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1(

5
7
2)

8
7
4
0(

5
兼
用)

knet-ksg@
csf.ne.jp



松平 優里ちゃん（下白水北） 
平成15年5月16日生 

中村 冠太ちゃん（春日公園） 
平成16年5月9日生 

内田 芽来ちゃん（一の谷） 
平成15年5月16日生 

井川 夏葵ちゃん（平田台） 
平成16年5月28日生 

写真は、赤ちゃんの顔が大
きく写っているもので、裏に
赤ちゃんの氏名（ふりがな）、
生年月日、住所、電話番号
を書き、広報担当まで郵送
してください。対象年齢は3
歳までで、6月1日までの到
着分の中から抽選で決定
します。 

7

まつだいら　ゆうり なかむら  かんた   うち  だ　 め  ぐ い がわ なつ き 

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
を

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
す
べ
て

献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
善
意
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
の
献

血
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

5
月
13
日
（金）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
、
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場

市
役
所
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
同
協
議
会
（
市
福
祉

計
画
課
内
）

1(

5
8
4)

1
1
1
1

5(

5
8
4)

3
0
9
0

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

こ
れ
か
ら
の
精
神
保
健
・
医
療
・
福

祉
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

5
月
24
日
（火）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白し

ら

木き

原ば
る

3-

5-

25
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

問
い
合
わ
せ
先
　
同
事
務
所
健
康
福
祉

課
障
害
福
祉
係

1(

5
1
3)

5
5
8
5

5(

5
1
3)

5
5
9
8

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

平
成
17
年
度
総
会

母
子
会
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。
子
育
て
や
こ
れ
か
ら
の
母
子

家
庭
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も

行
い
ま
す
。

託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
8
日
（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町

3-

1
0
1
）

※
　
昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

合
原

ご
う
ば
る

1
0
9
0(

1
8
7
6)

9
5
9
1

5(

5
9
3)

9
5
3
5

障
害
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

健
康
維
持
、
機
能
向
上
の
た
め
、
楽

し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
障
害
児
親
子
水
泳
教
室
（
身
体
）

対
象

3
才
〜
小
学
4
年
生
の
身
体

障
害
児
と
保
護
者

日
時
　
5
月
24
日
〜
7
月
12
日
の
毎

週
火
曜
日
（
計
8
回
）

午
後
5
時
30
分
〜
7
時

申
込
期
限

5
月
17
日
（火）

〇
障
害
児
親
子
体
操
教
室
（
知
的
）

対
象

3
才
〜
小
学
4
年
生
の
知
的

障
害
児

日
時
　
5
月
25
日
〜
7
月
13
日
の
毎

週
水
曜
日
（
計
8
回
）

午
後
5
時
30
分
〜
7
時

申
込
期
限

5
月
18
日
（水）

〇
身
体
障
害
者
水
泳
教
室

対
象

中
学
生
以
上
の
身
体
障
害
者

日
時

5
月
21
日
〜
7
月
9
日
の
毎

週
土
曜
日
（
計
8
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

申
込
期
限

5
月
16
日
（月）

〇
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
（
初
級
・
中

級
）

対
象

小
学
5
年
生
以
上
の
知
的
障

害
者

日
程

5
月
21
日
〜
7
月
9
日
の
毎

週
土
曜
日
（
計
8
回
）

時
間

▽
初
級
　
午
後
1
時
10
分
〜
3
時

▽
中
級
　
午
後
3
時
10
分
〜
5
時

申
込
期
限

5
月
16
日
（月）

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー

ナ
棟
プ
ー
ル
（
原
町
3-

1-

7
）

参
加
費

5
0
0
円
（
障
害
保
険
料

と
し
て
）

定
員

各
20
人
（
親
子
教
室
は
い
ず

れ
も
10
組
）

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

申
込
方
法

申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク

票
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
す
る
（
フ
ァ
ッ
ク
ス

可
）

※
　
申
込
書
な
ど
は
高
齢
障
害
課
窓
口

と
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

1(

5
8
2)

5
2
2
3

5(

5
8
2)

5
2
2
8

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
教
養
講
座

成
人
対
象
の
無
料
公
開
講
座
で
す
。

日
時

5
月
18
日
（水）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6-

24
）

演
題

「
幸
せ
は
向
こ
う
か
ら
は
や
っ

て
来
な
い
」

講
師

河
原
公
輔

か
わ
は
ら
き
み
す
け

さ
ん
（
元
Ｋ
Ｂ
Ｃ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

※
　
託
児
（
2
0
0
円
・
申
込
先
着
10

人
）
や
手
話
通
訳
（
無
料
）
を
希
望

す
る
人
は
、
5
月
11
日
（水）
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

1(
5
7
5)

4
1
2
1

5(
5
9
3)

7
3
8
0
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初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

手
び
ね
り
で
、
簡
単
な
や
き
も
の
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

6
月
11
日
（土）

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

の
ぼ
り
窯が

ま

体
験
広
場
（
白
水
ケ

丘
1-

4
）

参
加
費
（
材
料
費
）

粘
土
5
0
0
ｇ

あ
た
り
2
0
0
円
　

定
員

各
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法

5
月
11
日
（水）
〜
27
日
（金）

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
（
小
学
生
以

下
の
み
）、
希
望
時
間
（
①
か

②
）
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴な

国こ
く

の
丘
歴

史
資
料
館
（
岡
本
3-

57
）

1(

5
0
1)

1
1
4
4

5(

5
7
3)

1
0
7
7

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

技わ
ざ

名
人
め
い
じ
ん

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
け
れ
ど
、

活
動
方
法
が
分
か
ら
な
い
」「
技
術
は

持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
教
え
方
に
自

信
が
な
い
」
そ
ん
な
人
の
た
め
の
生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で

す
。企

画
立
案
や
活
動
・
指
導
方
法
を
教

え
ま
す
。
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
実
習
も
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
技
コ
ー

ス
の
技
術
習
得
者
（
3
年
程
度

の
経
験
者
）

コ
ー
ス
　
▽
書
道
▽
墨
彩
画
▽
陶
芸

日
時

▽
共
通
（
講
義
）

6
月
8
日
（水）
・
15
日
（水）
・
29
日
（水）
、

10
月
12
日
（水）

午
前
10
時
〜
正
午

▽
書
道
（
実
技
）

7
月
7
日
（木）
・
14
日
（木）
、
8
月
4
日

（木）

午
後
3
時
〜
5
時

▽
墨
彩
画
（
実
技
）

7
月
7
日
（木）
・
14
日
（木）
、
8
月
4
日

（木）

午
後
1
時
〜
3
時

▽
陶
芸
（
実
技
）

7
月
6
日
（水）
、
13
日
（水）
、
20
日
（水）
、

23
日
（土）
、
27
日
（水）
、
8
月
3
日
（水）

午
前
10
時
〜
正
午

※
　
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
実
習
が
あ
り

ま
す
。

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
6-

24
）、
市
内
施
設
な
ど

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
教
材
費
な
ど

は
自
己
負
担
）

申
込
方
法

5
月
2
日
（月）
〜
20
日
（金）
の

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
コ
ー
ス
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
　

1(

5
7
5)

4
1
2
1

5(

5
9
3)

7
3
8
0

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

日
時

5
月
19
日
（木）
、
6
月
2
日
（木）
・

16
日
（木）

午
後
1
時
〜
4
時

会
場

同
支
局
1
階
相
談
室
（
筑
紫
野

市
二
日
市

ふ
つ
か
い
ち

中
央

ち
ゅ
う
お
う
5-

14-

7
）

定
員

各
6
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

5
月
13
日
（金）
午
前
8
時

30
分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

〇
無
料
法
務
総
合
相
談
所

5
月
1
日
〜
7
日
の「
憲
法
週
間
」

に
ち
な
ん
で
、
弁
護
士
や
公
証
人
に

よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
12
日
（木）

午
前
10
時
〜
3
時

会
場

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
筑
紫
野
市
二
日
市

ふ
つ
か
い
ち

中
央

ち
ゅ
う
お
う
5-

5-

18
）

※
　
当
日
先
着
順
で
受
け
付
け
ま

す
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

受
付
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

9
2
2)

2
8
8
1

5(

9
2
2)

3
3
4
2

事
務
員
募
集

大
和
町
公
民
館

パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル
）が
で
き
る

事
務
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
日

火
・
木
・
金
・
土
曜
日
（
週

4
日
）

勤
務
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時

勤
務
内
容

自
治
会
会
計
と
一
般
事
務
　

応
募
方
法

い
ず
れ
も
面
接
希
望
日

（
5
月
1
日
、
6
日
〜
8
日
、

10
日
〜
15
日
）
を
電
話
で
予
約

す
る

※
　
面
接
時
に
履
歴
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
待
遇
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
大
和
町
公
民

館

1(

5
8
2)
1
1
4
0(

5

兼
用)

国
民
健
康
保
険
税

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
遅

れ
る
と
、
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
期
限
ま
で
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
納
税
課
納
税
推

進
担
当

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
４
１

納期限の翌日から１カ月以内 

前年11月の公定歩合+ 4％ 

それ以後 

14.6％ 
※上限7.3％ 

延滞金（年率） 
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
2
0
0
5

総
合
開
会
式
出
演
者
募
集

今
年
の
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
2
0
0
5
」。

そ
の
総
合
開
会
式
を
盛
り
上
げ
る
出
演

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
・
募
集
人
員

▽
ア
シ
ス
タ
ン
ト
司
会
者
・
選
手
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
記
者
）

中
学
生
か
高
校
生
の
男
女
各
3
人

▽
炬き

よ

火か

ラ
ン
ナ
ー

3
人

申
込
締
切

5
月
31
日
（火）
（
必
着
）

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ

く
お
か
2
0
0
5
実
行
委
員
会

事
務
局

1(

6
3
1)

4
8
2
7

5(

6
3
1)

1
9
8
0

http://w
w
w
.nenrinpic.pref.fuku

oka.lg.jp

県
西
方
沖
地
震
被
災
者

電
気
料
金
を
免
除
し
ま
す

九
州
電
力
は
、
福
岡
県
西
方
沖
地

震
で
被
災
し
た
人
に
対
し
、
電
気
料

金
免
除
や
支
払
期
限
の
延
伸
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
（株）
福
岡
南

営
業
所

1(

5
8
1)

5
7
5
7

5(

5
7
1)

8
5
5
1

地
震
で
被
害
を
受
け
た
と
き

固
定
資
産
税
・
市
県
民
税
の
減
免

地
災
な
ど
で
家
な
ど
に
被
害
を
受
け

た
場
合
、
税
金
を
減
免
し
ま
す
。

▽
固
定
資
産
税

土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
は
、
被

害
の
程
度
が
2
割
以
上
の
場
合
、
被

害
の
程
度
に
応
じ
て
固
定
資
産
税
を

減
免
し
ま
す
。

▽
市
県
民
税

住
宅
や
家
財
の
損
害
の
金
額
が
そ
の

も
の
の
価
格
の
3
／
10
以
上
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
1，
0
0
0

万
円
以
下
の
人
、
被
害
の
程
度
や
所

得
金
額
に
応
じ
て
市
県
民
税
を
減
免

し
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

1(

5
8
4)

1
1
1
1

5(

5
8
4)

1
1
4
1

〇
国
税
や
県
税
の
申
告
・
納
税

災
害
に
よ
り
、
期
限
内
に
国
税

の
申
告
や
納
税
な
ど
が
で
き
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
期
限
の
延
長

や
納
税
の
猶
予
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

県
税
は
、
自
動
車
税
な
ど
の
減

免
や
申
告
期
限
の
延
長
な
ど
の
救
済

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

▽
筑
紫
税
務
署

1(

9
2
3)

1
4
0
0

http://w
w
w
.fukuoka.nta.

go.jp

▽
筑
紫
県
税
事
務
所

1(

5
1
3)

5
5
7
3

5(

5
9
2)

3
2
4
2

販
売
し
て
い
ま
す

春
日
市
史

市
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
に
つ
い

て
書
い
た
春
日
市
史
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

種
類

▽
上
巻
（
自
然
、原
始
、
古
代
、

中
世
、
近
世
）
▽
中
巻
（
近
代
、

現
代
、農
業
水
利
）▽
下
巻
（
教

育
文
化
、
民
俗
）
▽
資
料
編

価
格

１
冊
５
０
０
０
円
（
税
込
み
）

販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課

情
報
公
開
広
報
担
当

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
４
２

｢国勢調査｣は､日本に住むすべての人が対象となる日本最大
の調査で､この結果は､私たちの生活に広く生かされています。
国勢調査では市区町村単位､項目によっては地区や丁目単位

の細かな統計も得ることができ､身近
なまちづくりに欠かせない､生活環境
の整備を考えるうえでも､大切な資料
となります。
皆さん一人ひとりの調査票に､春日

市の大切な未来が詰まっているので
す。
ご協力をよろしくお願いします。

国勢調査調査員募集
各世帯への調査票の配布や回収､整理などを行う調査員を募

集しています。
対象 秘密を厳守し､責任を持って調査事務を行うことができる

20歳以上の人
期間 8月下旬～10月下旬
報酬 担当する世帯数に応じて3～5万円程度
募集人員　700人程度
申込方法 随時、電話で申し込む
申込･問い合わせ先 地域づくり課商工農政担当

1 (584)1111 5 (584)1153

教
え
て 

調査結果から
まちづくり

愛称　くるりん

に

ゴ
ー
！

,



5月 
行事予定表 

　お母さんへの感謝の気持ちを込めて、プレゼントを作りませんか。 
■須玖児童センター 
　素敵な｢ビーズアクセサリー｣作ります。 
■光町児童センター 
　｢写真立て｣｢似顔絵ハンカチ｣を作ります。 
■毛勝児童センター 
　フェルト生地でかわいい携帯電話ケースを作ります。 
※　日程は下のスケジュールを見てください。 
申込・問い合わせ先　各センター 

須玖児童センター 
　（573）2431　（584）7739 
須玖南2‐120（すくすくプラザ内） 

す　ぐ 

光町児童センター 
　（501）7014（　兼用） 

光町2‐180‐4

ひかりまち 

毛勝児童センター 
　（581）5614（　兼用） 

大土居1‐38

け　かつ 

お母さんありがとう 

母の日プレゼント作り（ビーズアクセサリー） 

午前10時～正午、10人、200円　申     

     

 

 

 

 

おまたせ！トランポリン　 

午後3時～4時30分     

おはなしはじまるよ　 

午前11時～11時30分　     

インラインスケート教室 

午後1時30分～3時30分、10人　申     

屋上で一輪車にのろう！　 

午前10時～正午　※雨天中止     

 

 

親子エアロビクス　 

午前10時30分～11時20分     

マタニティビクス 

午前11時30分～午後0時30分、妊婦10人　申     

和紙で花作り（ばら）　 

午後1時30分～3時30分、10人、200円

申     

     

     

 

たのも～！道場やぶり　 

午後4時～5時、5歳以上　     

おはなしひろば（4、5、6月生まれの誕生会） 

午後3時～4時     

     

 

おまたせ！トランポリン　 

午前10時30分～正午    

母の日のプレゼント作り 

1写真立て　午前10時30分～正午、130円 

2似顔絵ハンカチ　午後2時～4時 

いずれも5歳以上、当日先着各15人 

※2は無地のハンカチを持参     

トワイライトゾーン（フリースペース） 

午後5時～6時、中学生以上     

すくすく育児相談　 

午前10時～11時30分     

たのしいおはなし（5月生まれの誕生会） 

午後3時～3時30分     

     

 

｢冒険遊び場(プレイパーク)｣へピクニック♪ 

午前11時～午後１時、行先：大谷ふれあい公

園横の芝生広場、弁当持参　申　 

※現地で解散します。     

     

     

 

 

挑戦！ギネス 

午後2時～3時、5歳以上         

みんなでランチ（フルーツホットケーキ） 

午前11時～正午、10人、200円　申 

トワイライトゾーンスペシャル（フリースペース） 

午後5時～7時、中学生以上     

     

 

めざせ！100人ゲーム 

午後2時～3時 

キラキラスライム作り 

午後3時～4時、50円　申 

母の日プレゼント作り（ケータイ電話ケース） 

1午前10時30分～正午2午後2時～3時

30分、各10人、200円　申     

     

     

 

 

 

 

今日のおはなしなーに？ 

午後2時～2時30分     

     

 

めざせオリンピック　　 

午後2時～3時     

     

     

 

 

 

 

ビーズｄｅアクセサリー　午後2時～3時30分 

小学2年生以上、10人、150円　申 

よもぎだんごを作ろう！ 

午後1時30分～3時30分、100円、15人　申

自転車おそのり競争　 

午後2時～3時     

 

     

あそびの出前児童センター（フレンドホール） 

午前10時～正午 

毛勝ｄｅランチ（ロールサンド） 

午前11時～午後1時、12人、150円　申     

グランドゴルフ 

1午前10時30分～正午 

2午後2時～3時30分     

ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向け） 

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向け） 

ルンルンひ・ろ・ば（2～3歳児向け） 

須玖：13日、光町：11日、毛勝：11日  

須玖：11日、19日、光町：12日、毛勝：12日 

毛勝：13日（場所：白水ヶ丘公民館） 

午前11時～ 

   11時40分 

●　　　（網がけ）している行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。 

●表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。　　 

●申 は申込が必要な行事です。申込は5月1日（日）午前10時から受け付けます。（電話可、小学生以上は本人が申込、1人1行事まで、市民優先） 

●天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。 

午前10時～午後5時 休館日 2日、3日、4日、5日、9日、16日、17日、23日、30日 

7日（土） 

 

11日（水） 

8日（日） 

15日（日） 

14日（土） 

20日（金） 

21日（土） 

28日（土） 

25日（水） 

22日（日） 

29日（日） 

親子向け 
遊びの広場 

伝言板 

開館時間 
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己
と
戦
う
 

こどもエコクラブ
｢わくわくチャレンジクラブ｣(伯玄町)
県代表で全国へ

市
内
で
自
然
体
験
や
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
し
て
い
る
「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ラ
ブ
」
が
、
３
月
26
・
27
日
に
愛
知

県
で
行
わ
れ
た
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
、
県
代
表

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
、
県
内
15
団
体
の
ク
ラ
ブ
が
、

１
年
間
の
活
動
を
模
造
紙
に
ま
と
め
壁

新
聞
を
作
成
。
そ

の
審
査
の
結
果
、
今

回
の
選
出
と
な
り
ま

し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
各
都
道
府
県

の
代
表
ク
ラ
ブ
が
、

壁
新
聞
に
つ
い
て
発

表
。
「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」

の
メ
ン
バ
ー
も
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
発
表
し
、
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」

は
、
メ
ン
バ
ー
の
保
護
者
で
同
ク
ラ
ブ

代
表
を
務
め
る
山や
ま

本も
と

ま
な
み
さ
ん
が
、

市
環
境
対
策
課
か
ら
誘
わ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
２
年
前
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
「
そ
の
当
時
は
、
そ
れ
ほ
ど

環
境
に
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
子
ど
も
に

と
っ
て
、
い
い
経
験
に
な
る
か
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
」
と
山
本
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

現
在
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
９

人
と
そ
の
保
護
者
８
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
ク
ラ
ブ
で
、
「
食
」

を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
た
め
、
無
農
薬
の
野
菜
作
り
な

ど
を
通
し
て
、
人
と
地
球
に
や
さ
し

い
食
生
活
の
学
習
に
力
を
入
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
市
生
活
環
境

連
合
会
主
催
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
や

環
境
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
り
、
資
源
回

収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
な
ど
、
多
彩

な
活
動
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
何

事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
、
「
も
っ
と
み
ん
な
に
身

近
な
環
境
問
題
を
し
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ゴ
ミ
を
減
ら
し
た
り
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を

使
っ
た
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
、
子
ど
も
た
ち
は
考

え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
、
保

護
者
た
ち
も
期
待
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
芸
術
は
己
と
の
戦
い
　
苦
し
み

な
が
ら
暗
闇
を
さ
ま
よ
う
　
や
が
て

光
が
差
し
　
目
に
は
見
え
な
か
っ
た

も
の
が
形
と
な
る
　
わ
ず
か
な
明
か

り
を
頼
り
に
、
さ
あ
歩
も
う
か
…
」

数
々
の
出
会
い
が
あ
っ
た
市
報
の

取
材
で
、
と
り
わ
け
印
象
深
い
の

が
こ
の
詩
。
溶
か
し
た
金
属
を
鋳

型
で
固
め
て
芸
術
作
品
に
仕
上
げ
る

「
鋳
金
」
を
生
業
と
す
る
熱
血
青
年

芸
術
家
の
作
だ
。
も
の
つ
く
り
へ

の
情
熱
を
燃
や
す
彼
に
、
過
去
３

度
取
材
し
た
▼
最
初
は
彼
が
大
学
院

生
で
、
卒
業
制
作
が
県
展
の
知
事

賞
に
輝
い
た
と
き
。
２
度
目
は
ネ

パ
ー
ル
で
の
個
展
が
大
反
響
を
呼
ん

だ
と
き
。
３
度
目
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
打
っ
て
出
た
と
き
▼
い
ず
れ
も

華
や
か
な
話
題
の
よ
う
だ
が
、
取

材
が
進
む
ほ
ど
に
伝
わ
っ
て
く
る
舞

台
裏
の
葛
藤
と
苦
悩
。
そ
の
思
い

か
ら
こ
の
詩
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

「
じ
っ
と
耐
え
、
貫
き
通
せ
ば
い
つ

か
夢
は
か
な
う
」
と
読
む
人
に
語

り
か
け
て
く
る
▼
私
自
身
、
こ
の

詩
に
励
ま
さ
れ
続
け
、
市
報
作
り

も
こ
の
精
神
で
乗
り
切
っ
て
き
た
。

感
謝
。

後

こどもエコクラブ
環境省が支援する小・中学生の「環境活動クラブ」で、環境
について楽しく学んでいます。
子ども２人とその保護者１人以上いれば登録可能で、平成
16年度は、市内22の団体が登録しています。各団体の保護
者で構成する、全国唯一の「サポーターの会」も発足してお
り、活発に活動しています。
現在、平成17年度の登録を受け付けていますので、興味

のある人は、気軽にお尋ねください。
問い合わせ先 環境対策課　　

1(584)1111 5(584)1147

井上市長に全国フェスティバル参加の報告

力作の壁新聞



美しい日本の四季を感じました

第12回かすが芸術祭

3月12､13日の2日間､ふれあい文化センターで､春日市文
化協会の「かすが芸術祭」が行われ､33の団体が､美しい日
本の四季「春夏秋冬・四季の彩り」をテーマに､舞台芸能
と作品展示で「和楽」を表現しました。
舞台芸能では､幼児が太鼓のリズムにのって軽やかにク
ラシックバレエのステップを踏んだり､三曲の優雅な演奏
の中お点前を披露したりと､新しい試みに会場を埋め尽く
した観客から割れんばかりの拍手が送られました。
また､写真や水墨画､美術などの展示作品はどれも力作ぞ
ろい。多数の来場者で終日にぎわいました。
なお､会場内では中越地震災害義援金の募金も行われ､

集まった募金は､各団体の会員からの協力金と合わせて23
万7,485円になりました。この募金は､郵便局を通して､新
潟県長岡市災害対策本部に振り込まれました。
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市の人口 
◎総人口 109,682人 
   　  （前年比 －128） 

 女 55,935人　男 53,747人 

◎世帯数 42,959世帯 

◎転入  1,364人　 ◎出生  91人 

◎転出  1,518人　 ◎死亡  68人 

3/31現在 

まちのニュース 
T O W N  N E W S

おいしい料理ができました

こども家庭料理教室

3月27日、ふれあい文化センターで「こども家庭料理教
室」が行われ、市内の子どもたち34人が参加しました。
講師は、春日市婦人会のみなさん。家庭料理の定番

「肉じゃが」と春の彩り「さけと野菜の散らし寿司」、「そう
めんのお吸い物」に挑戦しました。
中には初めて包丁を持つ子もいましたが、婦人会のみ

なさんに一つ一つ教わりながら、下ごしらえから調理、
後片付けまで熱心に取り組みました。
参加した子どもたちは、「肉じゃがを作るのが一番難し
かった。でも家でもまた作ってみようかな」や「料理がで
きるようになってうれしい」などと、とても楽しい時間を
過ごしたよう。「婦人会のみなさんのおかげでおいしく作
れました。ありがとうございました」と感謝の気持ちを表
していました。

3月8日  春日北小学校にて ●モデルさんには、この写真を差し上げます。 
　連絡してください。 

4月5日、光町児童センターの「博多港見学ツア
ー」の様子。ベイサイドミュージアムでは、ガイ
ドさんの説明を聞きながら、博多港のしくみや歴
史を学習しました。

大正琴の演奏に合わせて華麗にダンス おいしい料理ができるかな

表紙の写真

古紙配合率100％再生紙を使用しています 




